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●遺産分割の際にお墓も確認するが…
　龍一さんの遺した相続財産は自宅6,000万円と預貯金

4,000万円の合計1億円ありました。基礎控除は9,000

万円（5,000万円＋1,000万円×法定相続人4人）で

すので、相続税の申告が必要です。ただし自宅の土地の

評価額を80％減額できる「小規模宅地の評価減の特例」

が使えますので、相続税はかかりません。遺産分割につ

いては、妻の文江さんがすべての財産を相続し、3人の子

供たちへ代償金としてそれぞれ600万円ずつ相続させる

ことに決まりました。

　そこで文江さんに、「お墓はどこにあって誰が承継しま

すか？」と尋ねました。祭祀承継者（お墓を守っていく人）

を遺産分割協議書に記載することが多いため、お墓につ

いても必ず確認するようにしているからです。すると文

江さんが、「こんなことを先生にお伺いしていいものかど

うか……。実は、お墓をどうしたらいいか悩んでいるの

です」と言い、龍一さんとお墓の引っ越しを検討してい

たことなどを話してくれました。

●お墓を引っ越しする～改葬の手続き
　文江さんのように「故郷のお墓を引っ越したい」という

方が増えています。その背景には、故郷を離れて都市部

に住んでいる団塊の世代が高齢者になり、「お墓が遠方に

ありお墓参りが大変」「子供にお墓の維持・管理で負担を

かけたくない」という事情があるようです。

　相続税の相談を終えた文江さんは、高知のお寺の住職

に電話して、お墓を引っ越したいと伝えたと連絡をくれ

ました。墓を引っ越すには 墓石店に支払う費用として、

遺骨を取り出したあとに墓地を更地にするための現状回

復費30万円がかかるといわれたそうです。墓石は高知か

ら東京へ運ぶとかえって高くついてしまうので、新たに

購入することにすればよいと考えていたところ、住職か

らそのほかに「離檀料」として100万円を払ってほしい 

と言われて、文江さんはびっくりしたというのです。

　お寺の住職が、檀家が減ってしまう改葬をいやがり、

多額の離檀料を請求してきたり、改葬に必要な書類に署

名・押印するのを渋るというトラブルもなかにはあるよ

うです。文江さんは、長男の義人さんにすぐに相談し、2

人で高知のお寺を訪ねて住職と話をした結果、離檀料は

10万円としてもらうことで決着しました。なお、改葬の

法的な手続きについては、新しいお墓が決まってからに

なります（「相続基礎知識」を参照）。

故郷のお墓を引っ越したい！

　東京郊外に住む坂木龍一さん（70歳）は、小学校の校長を

退任した後は地域のボランティア活動に精を出したり、妻の

文江さんと市民農園で野菜作りを楽しむなど、充実したセカ

ンドライフを送っていた。3 人の子供たちはみな独立し、長

女は都内に、長男は埼玉に、二男は茨城に住んでいる。

　唯一気がかりなのは、故郷の高知のお寺にある父母のお墓

のことだ。毎年お盆には妻とお墓参りに行っているが、遠方

であるため大変になってきていた。この先、子供たちにお墓

のことで負担をかけたくない。近くにお墓を購入して、父母のお墓を東京に引っ越そうかと、妻と相談していた矢先、

龍一さんは畑仕事の最中に心臓発作を起こして急逝してしまった。

　龍一さんの葬儀には、友人・知人・地域の人や小学校の教え子など、多くの方が弔問に訪れた。葬儀のあとも、地

方に住む教え子たちが次々に自宅を訪れ、龍一さんの想い出を語ってくれた。数名の方から「お墓はどこにあるのです

か？」と聞かれ、「まだ決まっていないの」と文江さん。相続の手続きを依頼している税理士と、お墓の話になり……。
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●お墓を購入する～最近のお墓事情
　家族に何も相談せずに夫が辺ぴなところにお墓を購入

してしまい、そんなお墓には入りたくないという方もい

らっしゃいました。お墓に入るのは自分ですが、お墓参

りをしてくれるのは妻や子や孫などの家族です。新たに

お墓を購入する場合には、自分の想いだけでお墓を決め

てしまうのではなく、まずは家族でよく話し合うことが

大切です。事例の龍一さんのように、多くの友人や教え

子たちまでが「お墓参りをしたい」と言ってくださるのは

とても有難いことですので、皆さんが足を運びやすいこ

とも考えておきたいものです。

　お墓の選択肢も多様化しています。従来からある「〇〇

家の先祖代々のお骨が納められている、石塔のお墓」に

加えて、最近は、お墓の承継者がいない人や子供にお墓

の管理で負担をかけたくない人のための　「永代供養墓」 、

都市部に多いロッカー型の「納骨堂」 、 墓石がいらない

「樹木葬」も増えてきました。

　墓石の形態についても、従来の「〇〇家之墓」と縦に刻

まれているタイプから、最近は「和」「想」など好きな言

葉を墓石に刻む洋型の墓石を選ぶ人が増えているといい

ます。お墓が、先祖代々の「家の墓」から、「個人（夫婦）

の墓」へ変わりつつある と考えられます。

　お墓を作らないという選択もあります。海に散骨する

「海洋葬」や、お骨の一部をおしゃれな骨壺に入れて仏壇

に置いたり、お骨をペンダントなどに加工する「手元供養」

という新しい供養も提案されるようになってきました。

　前出の文江さんは、子供たちにお墓について意見を聞

いてみたそうです。都内で金融関係の仕事をしている長

女の孝子さんは、自身が独身ということもあり「お墓なん

て面倒だわ。海洋葬でいいじゃないの」と言います。父

親と同じ教師の道を歩み、中学生の息子を筆頭に3人の

子を持つ長男の義人さんは「やっぱり近くのお寺で供養し

てもらったほうがいいんじゃないかな。坂木家のお墓は

僕が守っていくから、母さんは安心していいよ」と言っ

てくれました。研究者として筑波で働き、自身の一人娘

にはめっぽう甘い二男の直人さんは「母さんと兄さんに任

せるよ。決まったことには文句は言わないからさ」とい

う返事。文江さん自身は、仲が良かった夫をこれからも

きちんと供養していきたいという想いがあり、長男の義

人さんと一緒に、いくつかのお寺を見に行くことにした

そうです。でも、お寺のどこを見ればよいのか…と言う

文江さん。

●お寺選びは「さしすせそ」で
　そこで私の知人でいつも愉快な高橋住職に事務所にお

越しいただき、文江さん・義人さんと一緒に、お寺選び

のポイントについて教えていただくことにしました。

　高橋住職は「お寺選びは、“さしすせそ”ですよ」とい

います。「“さしすせそ" って何ですか？」と聞くと、「“さ”

は“作務衣”だね。作務衣というのは、僧侶が作務（庭仕

事などの作業）をするときのユニフォームのことだ。僧

侶にとっては、作務も大切な修行のひとつなんだよ。作

務衣があまり綺麗すぎる住職は、作務をほとんどしてい

ないんじゃないかな」

「なるほど。では“し”は？」「“し”は“車庫”ですわ。

車庫に高級車が停めてあるようなお寺はちょっとまずい

なぁ。檀家さんからの大切な浄財を、自分の見栄のため

に使っているようなものだからね」

「“す”は“寿司桶”だよ。お寺での飲食が経費になるか

らといって、家族で食べた寿司まで経費で落とされちゃ、

たまらないよね。あまりひんぱんに寿司桶が玄関に置い

てあるようなら要注意だ」

「“せ”は“接客”。住職にその宗派の教えについて質問し

てみてごらん。わかりやすく説明できないような住職な

ら、大切な家族の供養を任せるのはやめたほうがいいよ

ね。供養のことだけじゃなく、家族のいろいろな心配ご

とについても親身になって相談に乗ってくれる住職なら

安心だね」

「“そ”は“卒塔婆”だ。卒塔婆というのは、お墓の後ろ

側に立てかけてある長細い板があるだろ、あれのことだ

よ。卒塔婆の文字があまりに綺麗すぎる場合には、住職

が自分で書かずに卒塔婆専用プリンターで印刷している

可能性がある。まぁ、あまり下手すぎる文字というのも

問題だけどね」

　この他にも高橋住職から様々なアドバイスを受け、具

体的でユーモアがあってとても参考になったと、文江さ

んたちは喜んで帰っていきました。

●供養する心が家族を幸せにする
　その後、相続税の申告書に押印いただくためご家族に
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集まっていただいた際に、文江さんから「高橋住職のアド

バイスをもとに、長男の義人と一緒にいくつかのお寺を

見学した結果、このお寺にお墓を建てることに決めまし

た。ご住職もとてもいい方なんです」と報告がありました。

文江さんは「毎月、法話や写経の会もあって、ご住職のお

話を聴くのを楽しみにしているの」と、新たなお寺との

いいご縁ができたことを心から喜んでいました。また、

高知のお寺にある父母のお墓についても改葬の手続きを

進めているとのこと。一周忌の前にお墓も無事に決まり、

これで一安心です。

　お墓の形態がどうであれ、一番大切なことは、供養す

る家族の心ではないでしょうか。「供養」とは、大切な家

族を想う気持ちです。供養は亡くなった方のためだけで

はなく、生きている家族のためでもあるのです。親や先

祖を大切に供養する生き方は、ご縁のあるまわりの人も

大切にする生き方につながり、そのような親の生き方を

子や孫が見て育ちます。供養する心が家族を幸せにする

のですね。

※監修：真言宗僧侶　高橋泰源 氏
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●お墓の改葬の手続き
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●お墓の比較

寺墓地 公営墓地 民営墓地 永代供養墓・納骨堂・
樹木葬

その他
（海洋葬・手元供養）

メ
リ
ッ
ト

・�住職との個人的なつ
ながり
・�永代に亘る墓地管理
に安心感
・本堂で法事

・�平米単価は安い
・�管理の永続性

・�日当たり良好
・駐車場完備

・�維持管理のコスト不
要か、あっても安価

・安価
・�祭祀承継者がいない
人も供養してもらえ
る

・�維持管理のコスト不
要

・安価
・�墓石の購入費が不要

デ
メ
リ
ッ
ト

・�墓石の購入費
・�住職の人柄次第では
不快な思いも
・�法要のお布施や寄付
金の負担
・�その寺の宗派の流儀
に従う必要あり

・�面積が大きすぎる
・�抽選は高倍率
・�居住年数や、お骨がす
でにあること等、購
入の条件あり

・�運営会社のモラルと
永続性

・�石材店が限定されて
いる（石材店が出資
していることも多い）

・�子どもは別途墓所を
探す必要あり

・�先祖供養の本義から
は疑問の声も

・�合祀してしまえば改
葬は不可

・�お骨をすべて散骨し
てしまうと改葬は不
可

・�手を合わせてお参り
する場所がない

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

【全墓地共通】・立地、交通の便などはいいか　　　・雑草は生えていないか（敷地内の管理状況）
　　　　　　　（階段墓地はお墓参りが大変に）　　・初期費用と年間の維持コストは
・さ＝作務衣
・し＝車庫
・す＝寿司桶
・せ＝接客
・そ＝卒塔婆
・�後継ぎとなる副住職
の人柄

・�購入条件（移転時の
扱い等を含めて）

・管理会社
・�石材店の担当者の対
応

・�建墓率（売れ行き）

・�墓誌に刻まれている
人数（売れ行き）

・管理状態
・�経営主体（民間の場
合、事業の永続性は
あるか？）

・経営主体
・管理会社
・�本人の意思だけで決
めずに、家族の希望
も確認する

＜プロフィール＞1961年神奈川生まれ、埼玉育ち。慶應義塾大学在学中に僧侶の
資格を取得。卒業後は一般企業に勤務する傍ら、副住職として寺務を行う。2001年、
先代住職の死去に伴い住職に就任。現在、宗教法人経営者としては「寺院の真摯な
運営」、宗教者としては「檀徒の心身の健康」を目指し、瞑想と迷走（？）の日々を
送っている。上級ファイナンシャル・プランナー資格を保有。葬儀・法事のみならず、
相続を中心に人間関係からお金まで、親身になってとことん相談に乗ってくれると、
檀家さんからの信頼も厚い。


